
脱炭素先行地域づくりに向けた地中熱利用の期待

島根県邑南町役場 地域みらい課 藤田 浩司
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第３回 全国地中熱フォーラム

人口：9,988 人

世帯数：4,728 世帯

面積：419.2 ㎦

香木の森

断魚渓

瑞穂ハイランド



気象条件
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脱炭素先行地域づくり全体計画

第３回 全国地中熱フォーラム



地中熱利用の施工例
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国道２６１号 融雪設備施工概要

場所：島根県邑智郡邑南町上田所（広島県との県境付近）

施工年度：２０１０年度 ～ ２０１２年度

融雪区間：L＝８３０ｍ

    （中三坂トンネル出入り口 ～ 坂道・カーブ）

融雪面積：Ａ＝５，３９５㎡

融雪設備：地中熱利用直接循環方式

     地中熱交換器 １００ｍ × １４０本

     循環ポンプ  ３．７Ｋｗ × ８系統

機械ボーリング(DHD工法）

地中熱交換器設置
(ダブルUチューブ先端部）

路面放熱管設置

路面コンクリート打設



地中熱利用の施工例
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国道２６１号 融雪状況

融雪状況（起点） 融雪状況（終点）



地中熱利用の利用計画
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道の駅瑞穂再整備事業



地中熱交換器
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事前調査結果

地質柱状図

地盤・地温状況

地温分布図地中熱交換器設置図
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循環水平均温度 流量

加熱量

初期温度 17.3℃

加熱停止時平均温度 28.5℃

加熱停止までの平均加熱量 5,319W

TRT結果(循環時法）

TRT結果：ヒータ加熱循環

事前調査結果
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有効熱伝導率の解析図

TRT結果：ヒータ加熱循環

事前調査結果

有効熱伝導率λ ＝3.04 W (m･K)
熱抵抗     Rb＝0.089 m･K/W

      q        5.27
λ＝      ＝             ＝ 
3.04
    4πm    4×π×1.38

λ：地盤の有効熱伝導率（W/(m･K)）
q：深さ1m当りの加熱量（52.7W/m）
m：グラフの傾き（1.38）
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TRT結果(冷水循環方式）

TRT結果：冷水循環

事前調査結果
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地中熱利用の利用計画
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道の駅瑞穂再整備事業

 場  所：島根県邑智郡邑南町下田所
 施工年度：2023年度～2024年度（施工期間20カ月間）予定
 設備概要：【融雪設備】
           対象施設   駐車場・アプローチ歩道
           融雪工法   地中熱利用直接循環方式
           融雪面積   約2,000㎡
           地中熱交換器  100ｍ×約60本
           【空調設備】
           対象エリア   エントランスホール １F
           空調システム  フリークーリング
           空調面積    約1,600㎡



地中熱利用融雪方式

地中熱利用融雪（直接循環方式）

地中熱交換器
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地中熱利用 システムフロー

システムフロー図

融雪部 (冬期運転)融雪部

建物内フリークーリング部 (夏期運転) 建物内フリークーリング部
夏 期 冬 期
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地域脱炭素における「地中熱」利用への課題（期待）
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「手段」としての位置づけ



地域脱炭素における「地中熱」利用への課題（期待）
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地中熱のブランディング

国道２６１号の融雪

 「地中熱」でどんなことができるのだろう？ の答えを広く知られる必要がある。

道の駅瑞穂再整備  駐車場の融雪

次のステージへ


